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注意

• 自然数は 1 以上の整数とする．集合 X, Y に対して，X と Y の差集合を X \ Y，X と Y の直積を

X × Y，X のべき集合を 2X でそれぞれ表す．全体集合 U の部分集合 X に対して，X の補集合を X

で表す．その他，記号・用語等は講義内で説明したものに従うものとする．

問題

1. U = {x | x ∈ N, 1 ≤ x ≤ 9}を全体集合とする．U の部分集合

A = {1, 4, 6, 7, 9}, B = {2, 4, 5, 7, 8, 9}, C = {1, 2, 3, 5, 9}

に対して，次の各集合を求め，要素を列挙して表せ．

(a) (A ∩ C) ∪ (B ∩ C) (b) (A \ B) ∪ (B \ A) (c) A ∪ (B ∩ C)

2. 集合 A = {1, 2}, B = {1, 2, 3, 4}, C = {3, 4, 5, 6}に対して，次の各集合を求め，要素を列挙して表せ．

(a) A × B (b) 2B ∩ 2C

3. N2 上の関係 ∼を，(a, b), (c, d) ∈ N2 に対して，

(a, b) ∼ (c, d) ↔ a + d = b + c

で定義する．以下の問いに答えよ．

(a) ∼は N2 上の同値関係であることを示せ．

(b) X を N2 の∼による商集合とする．(a, b) ∈ N2 が属する同値類を [(a, b)]で表す．写像 f : X → Z
を f([(a, b)]) = a − bで定義する．このとき，f は全単射であることを示せ．（f の値が代表元の取

り方によらないことは認めてよい．）

4. X を Rから Rへの関数全体の集合とする．X 上の関係 Rを，f, g ∈ X に対して，

fRg ↔ ∀x ∈ R, f(x) ≤ g(x)

で定義する．以下の問いに答えよ．

（a）Rは X 上の半順序関係であることを示せ．

（b）Rは X 上の全順序関係ではないことを示せ．

5. p, q, r を命題変数とする．(a)–(c)の真理値表を作成せよ．

(a) p → (q ⊻ r) (b) ¬(¬p ∨ (¬q ∧ ¬r)) (c) (p ↔ q) → ¬r

6. 数列 a0, a1, . . . が漸化式

a0 = 2, a1 = 1, an+2 = an+1 + 2an (n ≥ 0)

で定義されているとする．以下の問いに答えよ．

（a）母関数

f(x) =
∞∑

n=0
anxn

を求めよ．

（b）一般項 an を求めよ．


